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1. 事業社名及び代表社名

事業社名　　　　有限会社ヤマザキメンテナンス

代表者名　　　　代表取締役　山﨑　擴

所在地　本社　                            〒933-0116 富山県高岡市伏木一宮１－１０１

　　　　危険物屋外タンク貯蔵所　 〒937-0033 富山県魚津市島尻字枠下1031

2. 環境管理責任者及び担当者の連絡先

管理責任者　　　　　　　　山﨑　光正

担　当　者　　　　　　　　山崎　光正                            

　　　　　　　　　　　　　TEL　0766-44-6066

　　　　　　　　　　　　　FAX　0766-44-8468

　　　　　　　　　　　　　  E-mail　 mail@yamazakimtc.co.jp

3. 事業の規模

延床面積 本社　　　　　　　　　　1307.0㎡

危険物屋外タンク貯蔵所　355.5㎡

従業員 15人

4. 情報開示項目

設立年月日 平成１４年５月

資本金 300万円

売上高

５. 事業内容

⑴産業廃棄物(特別管理産業廃棄物）収集・運搬

⑵工場、プラントなどの清掃

     　組織の概要

年度 2019 2020 2021 2022

売上高 119百万 104百万 111百万 106百万
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6. 許可の内容と収集・運搬実績

⑴産業廃棄物

⑵特別管理産業廃棄物
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⑶運搬車両

⑷受託産業廃棄物の収集・運搬実績

７．主な環境負荷の実績

８. 認証登録の対象範囲

⑴全組織

⑵活動対象範囲

➀ 産業廃棄物(特別管理産業廃棄物）収集・運搬　➁ 工場、プラントなどの清掃　

トン 593 426 381

トン 593 426 381

トン 0 0 0 0

㎥ 271 515 689 440

2021年度 2022年度

149814 129961 132651 130153

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

総排水量

2019年度

（基準年度）
2020年度項　目

二酸化炭素総排出量

二酸化炭素排出係数0.479

単位

kg-co₂

廃棄物排出量

単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度項　目

受託産業廃棄物

収集・運搬実績
トン 184515591550 1887
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有限会社ヤマザキメンテナンス

環 境 経 営 方 針
＜基本理念＞

私たちは、ますます深刻化する地球温暖化への対応や、有限である資源の有効利用が人

類共通の重要課題と考えています。

産業廃棄物収集・運搬等の事業活動における環境負荷の低減や社会への貢献を目指し、

全社一丸となって自主的・積極的に、環境への取組を進めてまいります。

＜行動指針＞

１．具体的に次のことに取り組みます。

①電力・自動車燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

②使用原材料の省資源、廃棄物の３Ｒ（減量、再使用、再生利用）の推進

③水資源の節水

④有害な化学物質の削減

⑤産業廃棄物に関する知識の向上（全従業員）と排出事業者に対してのその普及活動

⑥県、市、地域等主催の社会貢献に関するイベントに参加

これらについて環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的な改善に努

めます。

２．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

制定日：2020年4月1日

　　　　　　　　　　代表取締役社長

山﨑　擴

 4



実施体制

代表者

  山﨑 擴

                  

環境管理責任者

  山﨑 光正

   環境事務局

  山﨑 光正

収集・運搬部門

  

事務部門

  

         EA21

  推進委員会

  業務連絡会

組織図
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・決められたことを守り、自主的・積極的

　に環境活動へ参加

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自チェックの実施

・環境活動レポートの作成、（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・テスト、訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく

   遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境目標、環境活動計画書原案のの作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境活動レポートの確認

環境事務局

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認

・環境目標・環境活動計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告・

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境活動レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理、

・環境管理責任者を任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標・環境活動計画書を承認

代表者 ・環境経営に関する

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、

   費用、時間、技能、技術者を準備

                                      役割・責任・権限
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（基準年度) （目標） （実績） 達成

状況

（目標）

基準年度比

（目標）

基準年度比

（目標）

基準年度比

kg-CO2 3,459 3,360 3,372 3,328 3,296 3,263

基準年度比 100% 97% 97% 96% 95% 94%

kg-CO2 146,355 141,965 126,781 140,501 139,037 137,574

基準年度比 100% 97% 87% 96% 95% 94%

kg-CO2 149,814 145,325 130,153 ○ 143,829 142,333 140,837

kg 593
(2020年度）

575 381 569 563 557

基準年度比 100% 97% 64% 96% 95% 94%

㎥ 271 260 440 257 255 252

基準年度比 100% 96% 160% 95% 94% 93%

                ＊ ※は次項の「次年度の環境経営目標及び環境経営計画」に詳細を記載

＊ 使用電力の排出係数は北陸電力の2019年度の調整後の排出係数0.497㎏-CO2/kWhを使用

＊ ※は9ページの「環境経営目標及び計画 中期」に詳細を記載

2025年

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

○

△

環境経営目標の達成状況及びその実績

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

△

○

○

○

△

化学物質の使用量の

削減

産業廃棄物の知識の

向上、普及活動

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

社会貢献

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

水道水の使用量の削

減

　　　　　　　　　　　年　度

　　項　目

2019年 2023年 2024年2022年

×

電力の二酸化炭素排

出量削減

自動車、重機（工

機）等の燃料の二酸

化炭素排出量削減
上記二酸化炭素排出量合計

一般廃棄物の削減

産業廃棄物の削減 ※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標

※行動

（定性）

目標
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◎よくできた　○ままできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

実施状況

○

△

×

○

○

○

△

△

○

◎

◎

◎

○

○

○

△

○

×

△

△

×

・水道配管の漏水の点検

水道水の使用量に関しては左記の項目は概ねできたとお

もう。今期は冬場の降雪量がやや少なかった為、消雪に

使用した水道水が昨年よりやや少なかった。今後も色々

な方法で節水を心掛けていかなければならない。

社会貢献

・県、市、地域等主催の社会貢献に関するイ

　ベントに参加

コロナ禍によりイベント等への参加はできなかった。

・化学物質の使用の有無の記録、管理 使用しなかった。

産業廃棄物の知識の向上、普及活動

・産廃に関する書籍の購入 コロナ禍が昨年に比べやや落ち着いてきたこともあり、

セミナーには１回だけ参加出来た。書籍なども購入はで

きなかったが知識のファイル化は少しずつ始めた。今後

は更に産廃知識の向上などをはかりたい。

・産廃に関するセミナー等への参加

・業務で得た知識をファイル化

化学物質の使用量の削減

・社用車の洗車時の節水

・分別の徹底 徹底した分別を行った。

水道水の使用量の削減

・節水シールの貼り付けと節水掲示板の設置

・節水弁取り付け

・リサイクル業者に販売（鉄くず） 全てリサイクル（販売）した。

一般廃棄物の削減

・分別の徹底 徹底した分別を行った。

産業廃棄物の削減

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

・産業廃棄物の効率的な収集・運搬

・アイドリングストップ

・冷房の控えめ使用

・急加速の抑制

・運搬車の余裕のある積載量の心がけ 左記の項目は概ねできたと思うが、夏場の猛暑がネック

になり冷房の削減は難しかった。今後も更なる削減に向

けて引き読き努力を行いたい。

環境経営計画の実施状況及びその評価

取り組み計画 評　価（結果と今後の方向）

電力による二酸化炭素排出量の削減

・OA機器の省電力設定、不要時の電源オフ コロナ禍で空調家電や部屋の空調にともなう空調家電の

使用の増加や、夏、冬の気候の激しさから中々電力の削

減がうまくできなかった。車庫の照明をLED、人感セン

サーライトに変更したので少し電力の使用量が減った。

今後は更に空調家電の使用や電力の省エネを考えていき

たいと思う。

・照明の不要時の消灯

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

・植物による緑のカーテンの設置
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環境経営目標及び計画　中期

          ＊ 使用電力の排出係数は北陸電力の2019年度の調整後の排出係数0.497㎏-CO2/kWhを使用

承認 確認 作成

山﨑　擴 山﨑　光正 山﨑　光正

毎年、代表者による見直しを踏まえて目標値及び達成手段を見直す。 作成
日：

2021 更新日： 2023 代表者 代表者 環境事務局

環境方針 環境目標項目 責任部門

(ｷｰﾜｰﾄﾞ) （負荷の自己チェックを踏まえて策定） 責任者 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度

6,936 kWh 基準年度比 97% 96% 95% 94%
3,459 kg-CO2 目標値 3,355 kg-CO2 3,321 kg-CO2 3,286 kg-CO2 3,251 kg-CO2
2019 年

ガソリン 4,089 ℓ 基準年度比 97% 96% 95% 94%
軽油 52,151 ℓ 目標値 141,964 kg-CO2 140,501 kg-CO2 139,037 kg-CO2 137,574

kg-CO2

2019 年

基準年度比 97% 96% 95% 94%
593 kg 目標値 575 kg 569 kg 563 kg 569 kg

2020 年

山﨑 美和子

基準年度比 96% 95% 94% 93%
271 ㎥ 目標値 260 ㎥ 257 ㎥ 255 ㎥ 252 ㎥

山﨑　光正 2019 年

山﨑　光正

年度毎目標・達成手段
（取組の自己チェックを踏まえて策定）

・空調温度の適正化
　（冷房28℃　暖房20℃）
・PC関連機器の省電力設定
　の徹底
・家電、空調設備の省エネ
　タイプへの更新

環境経営目標及び計画書
(中期）

負荷の自己
チェック
コア指標

基準値

（基準年度）

二
酸
化
炭
素
排
出
量

二酸化炭
素排出量
の削減

電力の二酸化炭素排出量削
減

自動車、使用重機（工機）
等の燃料の二酸化炭素排出
量削減 146,355

達
成
手
段

・効率的な収集・運搬 ・効率的な収集・運搬 ・効率的な収集・運搬

・低燃費車への切替

達
成
手
段

・空調温度の適正化
　（冷房28℃　暖房20℃）
・PC関連機器の省電力設定
　の徹底
・家電、空調設備の省エネ
　タイプへの更新

・空調温度の適正化
　（冷房28℃　暖房20℃）
・PC関連機器の省電力設定
　の徹底
・家電、空調設備の省エネ
　タイプへの更新

・空調温度の適正化
　（冷房28℃　暖房20℃）
・PC関連機器の省電力設定
　の徹底
・家電、空調設備の省エネ
　タイプへの更新

・効率的な収集・運搬

・低燃費車への切替

山﨑 美和子
・分別の徹底
・リサイクルの推進
・廃プラ、資源ごみの
　リサイクル業者の開拓

・分別の徹底
・リサイクルの推進
・廃プラ、資源ごみの
　リサイクル業者の開拓

・分別の徹底
・リサイクルの推進
・廃プラ、資源ごみの
　リサイクル業者の開拓

達
成
手
段

・分別の徹底
・将来において産廃が
  発生する事を見越し
  ての産廃業者の開拓
・廃プラ、資源ごみの
  リサイクル業者の開
  拓

・分別の徹底
・将来において産廃が
  発生する事を見越し
  ての産廃業者の開拓
・廃プラ、資源ごみの
  リサイクル業者の開
  拓

二酸化炭素
排出係数 0.497

・急加速・急停車の防止 ・急加速・急停車の防止 ・急加速・急停車の防止

・コマメな始動、休止の
　切替（重機、工機）

・コマメな始動、休止の
　切替（重機、工機）

・コマメな始動、休止の
　切替（重機、工機）

・低燃費車への切替 ・低燃費車への切替

達
成
手
段

・分別の徹底
・将来において産廃が
  発生する事を見越し
  ての産廃業者の開拓
・廃プラ、資源ごみの
  リサイクル業者の開
  拓

弊社は産業廃棄物収集・運搬業では
ありますが、自社での産業廃棄物の
排出はほとんど無く、マニフェスト
を発行して産業廃棄物を回収しても
らっている実績はございません。
空のドラム缶などの鉄くずはリサイ
クル業者に販売、ごく少量の廃プ
ラ、資源ごみは一般廃棄物として市
に回収をしてもらっております。

総
排
水
量

水道水の
使用量の

削減

水道水の使用量の削減

化学物質を恒常的に使用
する場合が生じた時はそ
の品名、使用量を記録
し、削減に努める。臨時
的に使用した場合はその
品名を記録します。

化学物質を恒常的に使
用する場合が生じた時
はその品名、使用量を
記録し、削減に努め
る。臨時的に使用した
場合はその品名を記録
します。

化学物質を恒常的に使
用する場合が生じた時
はその品名、使用量を
記録し、削減に努め
る。臨時的に使用した
場合はその品名を記録
します。

弊社は現在化学物質の使用はあ
りません。化学物質を恒常的に
使用する場合はその使用料を計
測し、削減に努めます。
臨時的に使用した場合はその品
名を記録します。

達
成
手
段

手洗い時、洗い物において、日常
的に節水を励行する・節水使用の
洗濯機の購入・冬季の除雪用の用
水は除雪の敢行などにより、使用
料を減らす

手洗い時、洗い物において、日
常的に節水を励行する・節水使
用の洗濯機の購入・冬季の除雪
用の用水は除雪の敢行などによ
り、使用料を減らす

廃
棄
物
排
出
量

廃棄物の
削減

一般廃棄物の削減

一般廃棄物に関しては２０１９
年度の記録がなく、２０２０年
を基準年度とするとともに、削
減開始の年度とします。

手洗い時、洗い物において、日
常的に節水を励行する・節水使
用の洗濯機の購入・冬季の除雪
用の用水は除雪の敢行などによ
り、使用料を減らす

化
学
物
質
使
用
量

化学物質
使用量の

削減

化学物質の使用量の削減

山﨑　光正

産業廃棄物の削減

社
会
貢
献

社会貢献

達
成
手
段

・県、市、地域等主催
　の社会貢献に関する
　イベントに更に積極
　的に参加

・県、市、地域等主催
　の社会貢献に関する
　イベントに更に積極
　的に参加

・産廃に関する書籍の購入　 　・
産廃に関するセミナー等への
　参加
・業務で得た知識をファイル化

・産廃に関する書籍の購入
・産廃に関するセミナー等への
　参加
・業務で得た知識をファイル化

・産廃に関する書籍の購入
・産廃に関するセミナー等への
　参加
・業務で得た知識をファイル化

・顧客、排出事業者への産廃に
　関する知識の提供・協力会社
　などとの産廃の知識の共有

・顧客、排出事業者への産廃に
　関する知識の提供・協力会社
　などとの産廃の知識の共有

・顧客、排出事業者への産廃に
　関する知識の提供・協力会社
　などとの産廃の知識の共有

　
取
り
組
み

産
廃
へ
の

産廃知識
の向上、
普及活動

産業廃棄物の知識の向上、
普及活動

山﨑　光正

達
成
手
段

・県、市、地域等主催
　の社会貢献に関する
　イベントに更に積極
　的に参加

社会貢献のイベント等の参
加

・急加速・急停車の防止

・コマメな始動、休止の
　切替（重機、工機）

・分別の徹底
・リサイクルの推進
・廃プラ、資源ごみの
　リサイクル業者の開拓

・分別の徹底
・将来において産廃が
  発生する事を見越し
  ての産廃業者の開拓
・廃プラ、資源ごみの
  リサイクル業者の開
  拓

手洗い時、洗い物において、日
常的に節水を励行する・節水使
用の洗濯機の購入・冬季の除雪
用の用水は除雪の敢行などによ
り、使用料を減らす

化学物質を恒常的に使
用する場合が生じた時
はその品名、使用量を
記録し、削減に努め
る。臨時的に使用した
場合はその品名を記録
します。

・産廃に関する書籍の購入
・産廃に関するセミナー等への
　参加
・業務で得た知識をファイル化

・顧客、排出事業者への産廃に
　関する知識の提供・協力会社
　などとの産廃の知識の共有

・県、市、地域等主催
　の社会貢献に関する
　イベントに更に積極
　的に参加
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担当者 評価

山﨑

光正

  環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果

１.環境関連法規の遵守状況 評価日 　　令和5年３月３１日　　　　　評価者　山崎　光正

見直し日　 令和5年３月３１日

法令・条例 要求（適用）される規制内容 当社の規制への対応及び内容遵守の証明
確認

廃棄物処理法(廃棄物の処

理及び清掃に関する法律)

全ての運搬車両にその旨を示す表示を

掲げる
全ての運搬車両に下5桁の当社の許可番号を掲示

山﨑

光正

全ての運搬車両にその旨を示す書面を

備え付ける

全ての運搬車両に当社の産業廃棄物(特別管理産

業廃棄物）収集・運搬許可証のコピーを備え付け

る

山﨑

光正
　　　　　　　　　

各都道府県の産業廃棄物（特別管理産

業廃棄物）収集・運搬業の許可

産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）収集・運搬業

の許可に関しては常に有効期間に注意を払い、期

間が迫れば速やかに更新の手続きを行う。又、範

囲の変更、諸々の届け出が必要な事案が発生した

場合は速やかに各都道府県に対して対応を行う

山﨑

光正

産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）を

収集・運搬する際は必ず排出事業者、

処分業者を交えた3者での収集・運搬

委託契約書、処分委託契約書を締結す

る

契約書の締結の確認。契約書に不備がないか、最

新の法律の改定に適応しているかの確認

山﨑

光正

マニフェスト（産業廃棄物管理票）の

管理

紙、電子、それぞれの媒体で適切に管理されてい

るかを確認

山﨑

光正

1年間の産業廃棄物（特別管理産業廃

棄物）収集・運搬実績の報告

年度末に、許可を取得している各都道府県に収集

運搬実績の報告を行う

山﨑

光正

不法投棄の禁止
産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）の不法投棄は

絶対に行わない

山﨑

光正

少量危険物の貯蔵・取扱
所在地の担当消防署の支持を仰ぎ、適切に管理す

る

山﨑

光正

危険物の免状の有効期限が切れていないか、取り

扱う危険物に対応しているか、免状を取得してい

ない者が取り扱いを行っていないかを確認

山﨑

光正
危険物の免状

道路交通法、道路法

過積載における違反者への勧告、命令

等
積載基準の遵守

山﨑

光正

安全運転の義務 安全運転の遵守

道路交通法、道路法 車両等の使用者の義務 交通法規の遵守 山﨑　光正

２. 違反、訴訟等の有無

・環境関連法規の遵守状況の確認をした結果、過去３年以内に違反はありませんでした。

・地域周辺、関連機関及び利害関係者等から苦情及び訴状提起は過去３年以内にありませんでした。

消防法

危険物屋外タンク貯蔵所の維持、管理
消防法政令危険物第11条、第12条に記載される

遵守事項の維持、管理

道路運送車両法 日常点検整備 日常点検整備 の徹底 山﨑　光正

自動車ﾘｻｲｸﾙ法(使用済自

動車の再資源化等に関す

る法律)

使用済自動車の引渡義務
使用済自動車の引取業者への引渡

 ﾘｻｲｸﾙ料金の支払(廃車時)

山﨑

光正

山﨑　光正
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　見直し実施者

　見直し実施日

　文　　書  確 認      記　　録   確 認

環境方針 ✓ 環境への負荷の自己チェック  ✓

環境経営目標及び計画 ✓ 環境への取組の自己チェック  ✓

環境経営目標及び計画　中期 ✓ 環境関連法規制等の順守状況確認  ✓

環境活動レポート ✓ 外部からの苦情・情報の記録  ✓

実施体制 ✓ 環境上の緊急事態の訓練記録  ✓

緊急事態対応手順 ✓ 環境経営目標の達成状況及びその実績 ✓

環境経営計画の実施状況及びその評価 ✓

問題点是正・予防処置報告書 ✓

システムが有効に運用されているか（要求事項を満足しているか） 適 不適

取組が適切に行われているか 適 不適

見直しの必要性

環境方針 あり なし 実施体制 あり なし

環境目標 あり なし その他 あり なし

環境活動計画 あり なし

見直し具体的内容

　環境マネジメントシステムを試行導入して3年が過ぎたが、２０２２年度はまだコロナ禍の状況もあ

　り、スムーズに行えた取組とそうでない取組とがやや別れる形となってしまった。

　結果については、いくつか目標を達成出来なかった項目もあった。

　今後も引き続きＰＤＣＡを継続的に回し改善に取り組んで行きたい。

   目標については中期目標を更に改善し、自覚を持ってチャレンジを行う様に全従業員に周智させる。

確 認 ・ 評 価 し た 資 料    

取組状況全体の評価

代表者による全体の評価見直し

代表者による評価・見直しの記録

代表取締役社長　　山﨑　擴

令和5年3月31日
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